
「笹目町の家」

B案
四隅に庭を配し、九間を45度振った平面構成

A案

吹抜け
子ども室

DN
図書スペースバルコニー

子ども室

水路

UP
上部：吹抜け

台所

居間・食堂

浴室
主寝室

書斎クローク

玄関

ウォークイン
クローゼット

テラス

洗面室

サービス
ヤード

駐車場

最終的にＡ案が採用され
ている。ただし、屋根は
片流れに下屋（テラス部
分）が取り付く構成。

家の内と外の両方に顔をつくる、庭と塀
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ふたつの案を
並行して
検討する

Process 2 / Design

試論

Ａ案、Ｂ案ともに三間×
三間の大きさの九間を、
どう配置するかを検討し
たもの。Ａ案では、ふた
つの九間が並び、塀や緑
と正対している。屋根の
形式は、切妻と片流れを
試みている。

ふたつの九間（三間×三
間）を45度振って、あい
だをかみ合わせた構成。
矩形の建物を45度振るこ
とによって、矩形の二～
三面が隅の庭と接するこ
とができる。
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ひとつの方向性で何案も出すのではなく、
別の方向性の２案を並行して検討してい
る。異なるからこそ、双方の良し悪しがは
っきりし、両案ともに育まれるという。
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